岡崎市統計調査員登録制度実施要綱

（目的）

第１条　この要綱は、統計法に基づく統計調査及び市が自ら行う統計調査において、あらかじめ統計調査員となる意思を有する者を統計調査員候補者として登録することにより、統計調査員の確保及び資質の向上を図り、もって本市における統計調査の円滑な実施に資することを目的とする。

（登録の要件）

第２条　登録する統計調査員候補者（以下「登録調査員」という。）は、次の条件を満たす者とする。

　⑴　満20歳以上で、心身ともに健康であること。
⑵　責任をもって調査事務を遂行できること。
⑶　秘密の保護に関し信頼のおけること。
⑷　人格が円満であって、常識を有し、接遇上の問題がないこと。
　⑸　統計調査員としての仕事の性質上、不適当と思われる職業又は経歴を有しないこと。
　（登録の手続き）

第３条　統計調査員候補者の登録を受けようとする者は、市長に登録申込書（様式第１号）を提出しなければならない。

２　市長は、前項の申込書を受理したときは、これを審査し、適当と認めた者を登録する。この場合、審査に面談を取入れることができる。
３　市長は、前項の規定により登録したときは、その旨を登録調査員証(様式第２号)により本人に通知する。

　（登録の期間）

第４条　登録調査員の登録期間は、登録の日から起算して３年を超えない期間で市長が定める日までとする。ただし、再登録を妨げない。
（登録の取消し）
第５条　市長は、登録調査員が次の各号に該当するときは、その登録を取消すことができる。

⑴　本人からの申し出があったとき。
　⑵　第２条に規定する要件を有しなくなったとき。
（研修会の開催等）

第６条　市長は、登録調査員に基礎的・実践的知識を付与するための研修会を開催し、及び統計に関する情報を提供するなどして、その資質向上に努めるものとする。

（統計調査員の選考）

第７条　市長は、統計調査員を選考するときは登録調査員から行う。ただし、統計調査を実施する地域の事情その他の事由により適格な者を得られない場合はこの限りでない。

２　市長は、前項の規定により登録調査員から選考しようとするときは、調査事務を適正に行う能力を有する者又は第６条の研修会に積極的に参加している者から選考するものとする。
３　市長は、前二項の規定により選考しようとするときは、あらかじめ統計調査の内容及び日程等を明示し、本人の承諾を得るものとする。

（その他）

第８条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。

　　　附　則

１　この要綱は、平成26年４月1日から施行する。

２　この要綱の施行をもって岡崎市常任統計調査員設置要綱は廃止し、同設置要綱により委嘱されている常任統計調査員はこの要綱の登録調査員とする。

